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本邦の山野に生息するイタチ ･タヌキ ･イノシシ ･アナグマ ･テンなどの各種野獣に,時として肺

吸虫の自然感染が認められることは周知の通りである.そのうちイタチ及びテンの寄生例は比較的多

く報告されてい るが,それ らと同じ食肉目イタチ科に属し,分類学上の近縁関係にあるアナグマ

Melesmelesanakumaの感染例は至って少なく,わずかに横川ら10),渡部ら3)が報告しているに過ぎ

ない.

われわれは昭和49-51年度猟期に,宮崎県下で捕獲したアナグマ10頭を検査し, うち3例に肺吸虫

の寄生を認めたので虫種の同定及び寄生肺の病理学的検索を実施し,以下の知見を得た.

材料及び方法

狩猟者の捕獲した10頭のアナグマは,それぞれ内臓全部を一括のまま貰い受けて本学研究室に搬

入.直ちに生の状態で肺の肉眼検査を行い,肺吸虫寄生の有無を調べた.3頭の陽性例の捕獲年月日

と捕獲地を示すと次の通り.第1例 :昭和51年 1月29日,宮崎県東諸県郡国富町.第2例 :昭和51年

12月3日,同県同郡綾町.第3例 :昭和52年1月5日,同県西都市≡納.3頭とも成獣で,性別は第

1･3例が雄,第2例は雌.

これらの肺については,虫嚢腫 (以下,虫嚢と略称)及びその他の肺吸虫性病巣の所在部位,敬,

性状等を一通り観察の後,10%ホルマリン液に浸潰.固定の完了を待って更に詳細な肉眼観察を実施

した.次で所要の組織細片を切出し,法によりパラフィン切片を作製.H･E染色のほかアザソ染色,
アルシャンブルー染色,ムチカルミン染色等の特殊染色を施して,鏡検の用に供した.

-一方,虫嚢から取出した肺吸虫は5%ホルマリン液で固定後,体表の皮棟を観察.また一部の虫体

は圧平してミョウバン･カルミン染色を施し,卵巣その他の内部構造を調べた.なお虫嚢内から採取

した虫卵について,大きさ (長径 ･短径)の計測並びに形態性状を観察した.

*家畜病理学研究室 **家畜解剖学研究室 ***九大医学部寄生虫学教室
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観 察 結 果

1.虫体 ･虫卵の形態学的所見

観察は2回に分けて実施した.すなわち1次分として第1例,2次分として第2･3例の検索を行っ

た .

第 1例 ;虫体は虫嚢から取出す際に損傷を与えたので,大きさの計測は不正確.卵巣は分岐してサ

ンゴ状を呈するが,大平肺吸虫及び小形大平肺吸虫はど複雑な分岐ではない.精巣は卵巣よりもやや

大.皮棟は単生.50コの虫卵の大きさ (単位 〟)を測定した結果は 71.4-83.1×41.1-50.9,平均値

は73.5×45.0..その形状は卵形,左右対称的であり,最大幅部は中央にあるものが多い. 卵殻側部の

厚さは一様に薄くlp前後.無蓋端部に肥厚を認めない (この成績の概要は, 渡部らにより寄生虫学

雑誌26巻2号に発表).

第2･3例 :双方とも卵巣はやや複雑に分岐.精巣は教案に分かれ,左右不相称で後方に長く伸びる.

大部分の皮麻は消失または不鮮明であるが,一部残存のものは明らかに単生.虫卵の大きさを100コ

の計測値 (単位 〃)で示す と, 第2例は 78.03±2.59×46.67±2.05,第3例は 78.18±2.67×49.

88±2.82.形状は双方とも卵形で,最大幅部は中央かやや蓋端寄 り.卵殻の厚さは一様であり,側部

の厚さは1iL前後と薄い.

以上,第1･2･3例の虫体 ･虫卵の形態的特徴はいずれも宮崎肺吸虫のそれに一致するので,今般,

アナグマ3頭に寄生を認めた肺吸虫を宮崎肺吸虫 PwagonimusmiyazakiiKamo,Nishida,Hatsushika

etTomimura,1961.と同定した.

2.寄生肺の肉眼的所見

アナグマの肺は,右肺が前葉 ･中葉 ･後菓及び副菜に,左肺が前葉と後葉に分かれる.以下,3頭

の肺の肉眼病変について個別に記述する (虫嚢の番号は各例ごとの通し番号で示す).

第1例 肺の重さ 55g･左右両肺とも前葉の肺胸膜がわずかに肥厚.付属 リンパ節は脂肪組織中に

埋在し,腫大は明瞭でない･割面所見上,右前菓(右肺前葉のこと.以下これに準じる)の後部外側寄

りに小指頭大の虫襲 (1)を認め,表面にやや隆起する･この虫癖は灰自肉芽組織性の褒壁に囲まれ,

内部に虫体2匹を容れる･ 左前葉の後内側部に大豆大の虫褒 (2)を認めるが, 嚢内に虫体は寄生し

ない.その他の肺葉には病変を認めない.

第2例 肺の重さ 56g･外景上,右肺表面に大小の隆起が多数見られ,凸凹不平が著しい.一般に

肺胸膜は肥厚を呈し,かつ一部に線維素様物が新生付着.右肺の前葉と中葉の聞及び中葉と後葉の境

界面は,それぞれ軽度のゆ着を示す･右肺では前葉に6コ,中葉に2コ,後葉に4コ,副菜に1コの

計13コの虫嚢を認め,左肺では前葉に1コ,後葉に1コ計2コの虫垂を形成する.肺葉別の虫嚢等所
見は以下のとおりである.

まず右前葉では前位に虫垂 (1)･(2)･中央に虫褒 (3)･(4),後位に虫褒 (5)･(6)が認められる.虫

褒 (1)･(2)はともに小指頭大, 襲壁肉芽層が明視でき内陸に虫体2匹寄生. 各虫嚢の外周部は炎症

巣で取り囲まれ,そこを走る気管支系は管壁肥厚し, 管内に粘桐液を満たす･ 虫褒 (3)･(4)の大き

さは小豆大･(3)は若小虫による虫嚢で･褒壁肉芽層の発達はあまりよくない･(4)は無虫性で泥状物

だけを含む･ 虫垂 (5)･(6)は双方とも大豆大･褒壁肉芽層はかなり発達し,内掛 こ虫体を容れる.
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次に中葉の所見であるが, もともと狭小なこの肺葉に虫垂 (7)･(8)が存在するので,健常部は至っ

て少ない･(7)･(8)とも褒壁肉芽層が明瞭で内腔に虫体2匹が寄生･ (7)は表面隆起が著しく, かつ

隆起面と前葉後端部の肺胸膜がゆ着する･ (8)の隆起は比較的軽い･後葉では前内側部に虫褒 (9),

そのやや後方に虫褒 (10)･(ll)･更にこの肺葉の中央部に虫襲 (12)を見る･ (9)は小指頭大で褒壁

肉芽層は明瞭,内腔に虫体2匹が寄生･この虫喪は表面隆起が著しく,隆起面と中葉基部の肺胸膜と

がゆ着･(10)はこの肺葉の外側寄りに位置し,大豆大でやや横に長い.襲壁肉芽層を認めるが,内部

は無虫性で暗褐泥状物のみを含む･(ll)は大豆大で襲壁肉芽層は薄いが,内に虫体を容れる.(12)は

小指頭大で褒壁肉芽層が明瞭,嚢内に虫体2匹と泥状物を容れる.これらの虫嚢の外周部は肺炎巣で

取り囲まれ,そこを通る気管支系は管壁肥厚し,管内に粘飼液を含む.副菜の所見であるが,ほぼ中

央に虫垂 (13)が位置する･この虫喪はすこぶる大きく中指頭大,背腹両面に著しく膨隆する.襲壁

肉芽層がよく発達し,内部に虫体2匹と若干の泥状物を容れる.次に左肺の所見であるが,前葉の後

位内側寄 りに小指頭大の虫垂 (14)を認める.このものの褒壁肉芽層は明視でき,内部には虫体が寄

生する･後葉の前位中央には小指頭大の虫褒 (15)が認められる.その癖壁は比較的薄く褒腔が広い

ので,2匹の虫体を容れてなお若干の鮭隙を余す.なお虫嚢の外周部はかなり広い炎症巣で取り囲ま

れる.

第3例 肺の重さ 50g.右肺の肺胸膜は軽度に肥厚.左肺には前 ･後葉に銃撃 (散弾)による出血

巣を数カ所見る.付属 リンパ節は軽度に腫大.割面所見では,右前葉の中央内側寄りに小豆大の虫褒

(1)を認める.褒壁肉芽層は薄く, 内腔に虫体は寄生しない. この虫垂に接して小豆大の褐灰黄色の

結節病巣を見るが,これはいわゆる虫卵性結節であろう.次に後葉の前位中央部に大豆大の虫褒 (2)

を見る.その褒壁肉芽層は明視され,内部に虫体が寄生.この虫垂に続いて,虫卵性結節と思われる

不整形小豆大の褐択黄色の結節病変が認められる.なお後葉の中央内側縁の肺胸膜直下に,粟粒大～

米粒大の暗褐色結節2コが接在するが,これは虫卵集積巣と思われる.次に副菜の中央に小指頭大で

やや后平な虫垂 (3)を見る.このものの襲壁肉芽層は比較的薄いが硬度大で,内部に虫体2匹を容れ

る.この虫垂は肺胸膜直下に形成され,表面隆起が著しく,襲壁の天蓋は直ちに肺胸膜に連らなる.

なお虫嚢の外周部は炎症像を呈する.本例の左肺は病変皆無.

以上3頭の肺の肉眼所見を要約すると,i)第1例は両肺に各1コの虫襲しか存在しない軽症,第2

例は右肺に13コ,左肺に2ヲ,合計15コの虫嚢を形成する重症,第3例は右肺に虫襲3コと若干の結

節病巣を認めた中等症である.ii)第2･3例 (とくに第2例)では右肺の肺吸虫性病変の発現が左肺

に比べてとくに著しく,両者のアンバランスが目立つ.iii)褒壁肉芽層の性状からみて,供試肺の病

変は比較的新しい (陳旧性ではない).虫嚢内の寄生数は2匹が普通であるが, なかには無虫性のも

のも見られた.iv)虫嚢の外周部を取り囲む若干範囲の肺組織は,一般に充血 ･炎症像を呈する.と

くに第2例では参出性病変が目立ち,気管支系の変化が著しい･V)第3例では虫嚢と異なる結節性

の肺吸虫性病変を認めた.これらは虫卵性結節及び虫卵集積巣と思われるが,確診は鏡検に得たざる

をえない.

3.肺の病理組織学的所見

供試肺3例の鏡検所見を虫嚢,周囲肺組織,虫卵性病変及び付属 リンパ節の各項目に分けて,それ

ぞれ概括的に述べると以下の通りである.

虫垂 :虫垂壁は原則上内外2層に区分される.内層の基盤は肉芽組織より成り,多数の細胞が浸潤

する.その主たるものはリソバ球 ･プラスマ細胞で,一部に好酸球も混じる･外層は線維化し浸潤細
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胞は少ないが,好酸球が割りと目立つ部位もある.褒壁の最内層に軽度の石灰変性巣を所見,また襲

壁に軽度の出血,-モジデリン沈着,虫卵発現を呈したものもある.褒壁の一部が周囲の肺組織 (肺

胞領域)と連通する個所も見られた (後出).虫嚢の内腔には,虫体のほか若干の粘桐液 ･細胞成分･

たい廃物 ･虫卵等を含む.なお気管支拡張性であることが明確な虫藤では,褒壁の最内層に上皮が残

存する.また褒壁に腫大リンパ液胞を認めたものもある.

周囲肺組織 :虫嚢の外周部を取り囲む若干範囲の肺組織は,亜急性の参出性肺炎ないし出血性カタ

ル性炎を呈し,一部には増殖性炎像も所見される.すなわち肺胞壁は充血が著しく, リンパ球 ･プラ

スマ細胞 ･大食細胞等が浸潤.肺胞内は著明な梁液の参出とともに, リンパ球 ･プラスマ細胞 ･好酸

球 ･大食細胞等が浸潤.とくに大食細胞が多数現われ,-モジデリン会食の目立つ部位がある.肺胞

領域に虫卵の散布または集在を認めたが,これについては次項で述べる.なお一部の肺胞壁は虚脱硬

化を呈■し,そのため無気肺化の傾向を示す.また代償性の肺気腫を呈する部位も見られた.肺胞壁に

おいて平滑筋線維が小塊状に増殖し,また拡張した肺胞匿の内壁に沿うて,平滑筋線維束が短棒状を

呈して伸びる像を認めた部位もある.虫体の侵入巣では肺組織の出血が著しく,それに伴い付近には

多数の担鉄細胞が出現.病巣部の肺胸膜は一般に肥厚し,虫卵性病変を認めた部位もある (後出).

病巣部の小気管支 ･細気管支はいずれも顕著な病変を呈する.すなわち一般に管腔の拡張が著しい

が,拡張の高度であることは,管壁における軟骨の大きさと対比すると一目瞭然であり,また平滑筋

層が断裂を呈することからも判断できる.気管支の管腔は変形が著しく,なかには管壁の一部が破綻

して,粘液などの内容物が周囲肺組織へ流出する.病的気管支の管壁では上皮の剥脱が著しく,管内

に剥脱上皮 ･白血球 ･赤血球 ･虫卵等を混じた精鋼液を含む.第2例ではとくに気管支腔内に粘液が

充満し,それが肺胞領域へも波及する.また病的気管支の管壁は一般に増生肥厚を呈し, リンパ球 ･

プラスマ細胞等の浸潤, リンパ演胞の腫大 ･活性化,腺細胞の粘液化及び崩壊などを所見,更に気管

支軟骨に軽度の石灰変性を認めた部分もある.次に病巣部の血管は内膜の剥離脱落,管腔の変形,管

壁の浮腫性膨化及び血管周囲のリンパ球 ･プラスマ細胞浸潤を所見した.

虫卵性病変 :供試肺では, 病巣部の各所に虫卵が孤立的に発現したり (虫卵散布), また若干の虫

卵が集合状態を呈して発現する (虫卵集在)･ これらの虫卵は内容が脱出または消失して, 卵殻のみ

のものが少なくない･また虫卵の発現部位には異物巨細胞及び多核巨細胞が現われ,時には卵殻内に

巨細胞が侵入する･肺胸膜面上に若干の虫卵が集まり,その部分に結合織増生とリンパ球 ･プラスマ

細胞の浸潤を所見,あるいは虫卵を中心とする変性巣を認めたが,これは肉眼上いわゆる卵苔と称す

るものの組織像であろう･第3例の虫垂に接して形成された灰褐黄色の結節巣は,鏡検上,数コない

し数十コの虫卵が集合し,その周 りに類上皮細胞が増殖, リンパ球 ･プラスマ細胞 ･好酸球 ･巨細胞

及び担鉄細胞等が浸潤するもので,いわゆる虫卵性結節にはかならない.ただし結節周囲に結合織性

被旬の形成は末だ起きてないので,虫卵性肉芽腫と呼べるものではない.次に第3例の肺胸膜直下に

認めた粟粒大 ･米粒大の暗褐色病巣は,鏡検上,周囲はごく薄い線維膜で囲まれ,内部に極めて多数

の虫卵が集積する･虫卵以外にリンパ球 ･プラスマ細胞 ･好酸球 ･黄褐色素を貧食する組織球性細胞

及び巨細胞等も集族するが,その量は虫卵に比べるとはるかに少ない.この病巣は虫卵集積巣と称す

べきものであるが,虫卵性結節との違いは類上皮細胞の増殖がなく,結節の内容が大部分虫卵の集積

によって成り立つ点にある.

付属リンパ節 ‥気管気管支リンパ節は渡胞の消失,洞カタル,実質の充出血及び-モジデリン沈着

と若干の虫卵性病変 (実質内及び被膜下の虫卵栓塞)を所見した.

これを要するに,供試肺においては虫喪の形成と虫襲周囲部の気管支肺炎像を主変化とし,それに

若干の虫卵性病変が加わって病理像を修飾する･全般的に見ると,参出性変化と増殖性の病変とが併
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横川ら10)紘,南伊豆地方で捕獲したアナグマ4頭中1例に大平肺吸虫の寄生を認め,渡部ら5)は,

奈良あやめ池動物園でへい死した1頭のアナグマの肺に,合計23匹の肺吸虫寄生を認めた.渡部らの

事例は,虫体 ･虫卵の形態学的所見から宮崎肺吸虫と同定されたが,これはわが国のアナグマから宮

崎肺吸虫を検出した最初の報告である.従って今回,宮崎県下のアナグマから宮崎肺吸虫を検出した

のは,本邦で2番目に当たる.われわれは,近年,宮崎県下で捕獲したテンからも宮崎肺吸虫を検出

しており3),4), それらを合わせ考えるとき,同県下の野獣にはかなり広く宮崎肺吸虫が浸潤するもの

と思われる.

一般に肺吸虫症の病理所見に関しては,多くの先達により詳細な研究が行われ,ほとんど解明し尽

くされた感がある.しかし肺吸虫寄生に基づく病変は,虫体の種類,寄生数,寄生期間及び宿主特異

性など各種ファクターにより一様ではなく,その点はなはだ複雑である.

細川6)によると,肺吸虫が宿主の肺に侵入するや肺組織に器械的障害を与え,組織成分や血液を吸

飲摂取しつつ自己を養う.そして虫体が-か所に定住するようになると,結合織性の壁に囲まれ虫癖

を形成するという.言うまでもなく虫嚢は肺吸虫性病変の基本であるが,貝田ら7)は,肺吸虫性病変

を時期的に分類して,疹出性炎症期,肉芽形成期,嚢腫形成期及び疲痕形成期の4期とした.これを

供試例 (アナグマ例)に当てはめると,療病形成期の所見は全 く認められない.次に虫褒周囲部の病

変であるが,横川ら11)は,人体肺吸虫症の外科的切除材料の病理所見を観察し,虫襲周囲における肺

組織の病変として,急性ないし亜急性の疹出性あるいに出血性の気管支肺炎像と,陳旧な増殖性間質

性肺炎像の混在を認めた.供試例では疹出性病変が主体をなし,増殖性の変化は軽度である.とくに

気管支系のカタル性変化が重度なのが特長的である.ところで第2例に認めた肺胞領域への粘液の流

入ないし貯留の現象は特異的であるが,その原田として次の2つが考えられる.1つは,虫襲壁の-

都連通により粘液などの虫褒内容物が周囲の肺胞領域に直接流出したもの,他の1つは気管支拡張性

虫葵において,寄生部位より末梢の気管支系にカタル性炎が波及して多量の粘液が貯留し,遂にそれ

が肺胞領域-流入する結果となったものであろう.

供試例における虫卵性病変は一般に軽度である.そもそも肺吸虫症の虫卵性病変としては,虫卵散

布,虫卵栓塞,虫卵集在,虫卵性結節や虫卵集積巣の形成及び卵苔など各種の様式があるが,供試例

では虫卵を中心として類上皮細胞の増殖による虫卵性結節は認められたが,結節周囲に線維性被包の

形成は末だなく,従って虫卵性肉芽腫とは呼べないものである.これは感染後の経過が割 りと新しい

証拠であろう.第3例には虫卵集積巣と称すべき特異の病巣を認めた.芦沢ら1)一2)は,かってウェス

テルマン肺吸虫の自然感染犬及び大平肺吸虫の自然感染タヌキに虫卵集積巣を検出した際,同病巣の

生国について ｢肺組織の一部に腔隙を生じ,そこへ虫嚢から送られてきた虫卵が溜ったもの｣と推定

したが, この推定は今から考えると正しくない. おそらく肺の表面から侵入する肺吸虫 (成虫)が,

1か所に多数の産卵を行うことにより形成されたものであろう.吉田12)は,宮崎肺吸虫のラット-の

感染実験に際し,多数の虫卵を含んだ苔状物が肺 ･横隔膜 ･縦隔洞等の肋膜面に付着するのを認め,

宮崎肺吸虫の成熟虫は縦隔洞を介して左右の胸腔内を移動するものと推定した.このように肺吸虫の

成熟虫が肺胸膜から侵入の際,肺の表面に産卵したものが西村ら8)のいう卵苔となり,肺胸膜直下ま

たは肺組織内侵入の時,-か所に多数産卵すると虫卵集積巣を形成するのであろう.
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次に両肺におけ虫喪の発現頻度の問題を考えてみよう.上述の吉田らの実験において,右肺と左肺

の虫褒数の比は6:4であり,多田 9)がダイコクネズミを用いて宮崎肺吸虫の実験感染を行った際の右

肺と左肺の虫褒数の比は67.6%:32.4% と,やはり右肺に多発を認めた.そしてこのような右肺多発

の理由を,解剖学的要因- 右肺は肺葉数が多いので菓間肋膜の面積が広 く,そのため虫体侵入のチ

ャンスが多い- に基づくと説明している.それにしても供試アナグマ第2例の左右両肺における病

変発現頻度の差は極めて著しく,その理由を単に肺葉の数だけに帰するわけにはいかないように思う.

総 括

近年,宮崎県下で捕獲したアナグマ10頭のうち3頭に宮崎肺吸虫の寄生を認めた.これはわが国の

アナグマに宮崎肺吸虫を検出した2番目の事例である.宮崎県下で捕獲したテンからは既に宮崎肺吸

虫を証明しており,これらを総合すると同県の野獣にはかなり広く宮崎肺吸虫が浸潤するものと推定

される.

宮崎肺吸虫が寄生する3頭のアナグマ肺の病理学的所見を観察した結果,原則的には先人の記載に

一致するが,特長的な所見もいくつか認められた.すなわち右肺の病変発現頻度が異常なまでに高

く,左肺と比べてアンバランスの顕著であったこと,虫卵性病変の特異様式である虫卵集積巣を認め

たこと,などである.また虫垂周囲部は彦出性変化を主体とし,とくに第2例では気管支系のカタル

性変化がすこぶる著しく,その影響で肺胞領域までも粘液流入を認めたのは珍しい所見である.

終りに,供試アナグマを提供された川越幸嘉氏に深謝する.また組織標本を作製してくれた専攻学

生の岡田牧子君にお礼を述べたい.
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Sunnary

(1) AmongtenJapanesebadgers(Melesmelesanakuma)whichwerecapturedinMiyazaki

Prefectureduringthehuntingseasonsfrom 1974to1976,threewerefoundtobeinfectedby

Paragonimus.Themorphologicalstudieswerecarriedoutonthedukesandeggstakenoutfrom

thepulmonaryworm-cysts.Anditwasidenti丘edastheRaragonimusmiyazakiiKamo,Nishida,



芦沢ら:宮崎肺吸虫が寄生するアナグマ肺の病理学的所見 261

＼-

HatsushikaetTomimura,1961･ThisisthesecondreportnexttothepaperofHabeetal.5) who

isolatedPwagonimusMtyazakiifrom Japanesebadgerforthe丘rsttime.Considered f,｡m these

fu1dingstogetherwith ourpreviouspapers3),4)thatdescribetheisolationofParagonimusmiyazakii

from Japanesemartens(MariesmelamPusmelamPus)inMiyazakiPrefecture,wildanimalslivingin

thisdistrictseem infectedbyParagonimusmtyazakiitoafairlyhigh extent.

(2) ThegrossobservationsonthelungsofthethreeinfectedJapanesebadgersaresummarized

asfollows:

i) A 点rstanimalwaslightlyinfectedwithoneworm-cysteach in theleftand rightlung

respectively;A secondonewasseverelysuffered from 15worm-cysts(13intherightand2inthe

leftlung);A third badgerwasmoderatelyinfected by threeworm-cysts intherightlungand

associatedwithsomenodularlesions(tobedescribedlater).

ii) Ⅰnthesecondanimals,therightlungwasseverelydamagedbyParagonimusincomparsion

withtheleftlung,whichseemedtoindicatearemarkableunbalanceofparasiticlesions.

iii) Basedonthecharacteristicsoftheworm-cystsand thehistologicalfindingsoftheirsur-

roundingtissues,thelesionsinthethreebadgerswerenotold(relativelyfresh).Thoughmostworm-

cystsusuallycontainedtwoflukes,thereweresomecystscontainingnofluke.

iv) Ingeneral,thepulmonarytissuesurroundingworm-cystswashyperemicandin鮎mmatory.

Inthesecondanimal,theexudativechangewasremarkablewiththehighlya鮎ctedbronchialsystem.

Ⅴ) Thevisceralpleurashowedairregularsurfacecorrespondingtothepresenceofsuper丘cial

worm-cyst.Thiswasparticularlytrueinthesecondanimal,and,inaddition,thedepositionoffibrin-

1ikesubstanceincreasedtheirregularlookofthevisceralpleura.Theaccessarylymphnodeswere

swollen.

vi) Inthethirdanimal,apartfromtheworm-cysts,therewereobservedtwotypesoflocalized

nodularfoci,thatis,nodularlesionsandaccumulationfocicausedbyparagonimaleggs.

(3) Thehistopathological丘ndingsonthelungsofthethreeinfectedbadgersweresummarized

asfollows:

ThemainlesionscausedbyParagonimusweretheformationofworm-cystsandbronchopnemonia

intheirsurroundingtissues,associatedwiththeminorlesionscausedbytheeggs.Ingeneral,except

theworm-cystformation,theproductivechangewasrathersmall.∫nstead,theexudativechangewas

remarkable,particularlywiththecatarrhalchangeinthea鮎ctedbronchialsystem.Ⅰnthesecond

animal,muchmucuswasretainedinalargeareafrom thebronchialsystemtothealveolararea.As

theaccumulationfocioftheeggsinthethirdbadgerlookeddifferentfromthenodularlesionscaused

bytheeggs,somediscussionwasdescribedabouttheirformation.
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Fig･ 1-2はアナグマ第1例,Fig･3-14は同第2例,Fig･15-18は同第3例の組織所見である.
(Fig･1) 虫褒周囲部の気管支軟骨付近における虫卵発現を示す.H.E.,10×10.

(Fig･2) 虫褒周囲部における血管壁の浮腫性膨化及び囲管性細胞浸潤を示す.H.E.,10×10.

(Fig･3) 虫嚢周囲部の病的小気管支･カタル性変化が顕著,管腔内に少数の虫卵も含まれる.
H.E.,10×10.

(Fig･4) 虫褒周囲部の肺胞に凍液彦出が著しい.H.E.,10×10.

(Fig･5) 虫垂の一部を示す･褒壁外における小気管支の病変が著しい.H.E.,10×4.

(Fig･6) 若小虫 (小型虫)の侵入巣･既に嚢壁肉芽層の形成が見られる.H.E.,10×4.
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(Fig. 7) 虫襲壁の一部が周囲肺組織-連通する状況を示す･H･E･,10×4･

(Fig. 8) 虫嚢周囲の肺胞領域に著明な粘液流入を呈する･H･E･,10×4･

(Fig. 9) 気管支拡張性の虫嚢で,褒壁外周部の粘液貯留が著しい･H･E･,10×4･

(Fig.10) 左図の一部拡大･虫嚢の内壁面に粘膜上皮の残存が認められる･H･E･,10×10･

(Fig.ll) 虫蛮周囲部における小気管支･粘液の充満により高度に拡張する･H･E･,10×4･

(Fig.12) 虫嚢外周部の間質における虫卵の集在を示す･肺胞領域はやや気隆状を呈する･H･E･,10×10･
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(Fig･13) 虫嚢壁は内層と外層に区分される.内層は細胞浸潤が著明,外層は線維化する.
H.E.,10×10.

(Fig･14) 虫嚢壁の外側に多数の虫卵が発現する.H.E.,10×10.

(Fig･15) 虫体が虫嚢壁に密着する･襲壁には細胞浸潤と虫卵散布を見る.H.E.,10×10.

(Fig･16) 肺胸膜上に形成された虫卵性病変･いわゆる卵苔と称するものの組織像である.
H.E.,10×10.

(Fig･17) 肺胸膜下に形成された虫卵集積巣.外周は薄い線維膜に包まれる.H.E.,10×4.

(Fig･18) 気管気管支 リンパ節の被膜下における虫卵栓塞.H.E.,10×10.


